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第２回次期水源地域交流の里づくり計画検討委員会 次第 

 

 

令和２年９月２日(水) 14時00分～16時00分 

あつぎ市民交流プラザ ルーム601      

 

 

 

 

１ 報告 

  第１回検討委員会の開催結果について 

 

 

 

 

２ 議題 

  次期水源地域交流の里づくり計画の骨子案について 
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第２回水源地域交流の里づくり計画検討委員会出席者名簿 

 

(1) 委員 

 氏 名 御   所   属   等 出欠 

１ 宮林
みやばやし

 茂
しげ

幸
ゆき

 東京農業大学地域環境科学部教授 出席 

２ 鷲尾
わ し お

 裕子
ゆ う こ

 松蔭大学観光メディア文化学部准教授 出席 

３ 中里
なかざと

 正巳
ま さ み

 (一社)相模湖観光協会事務局長 出席 

４ 石田
い し だ

 貴
たか

久
ひさ

 山北町森林組合職員 出席 

５ 米田
よ ね た

 博
ひろ

行
ゆき

 芳雅美術工芸代表 出席 

６ 岩澤
いわさわ

 克美
か つ み

 ＮＰＯ法人「結の樹 よってけし」理事長 出席 

７ 宮崎
みやざき

 仁男
よ し お

 (公財)宮ヶ瀬ダム周辺振興財団常務理事 出席 

８ 石井
い し い

 千春
ち は る

 相模原市緑区役所城山まちづくりセンター所長 出席 

９ 新井
あ ら い

 武雄
た け お

 相模原市緑区役所相模湖まちづくりセンター所長 出席 

10 稲葉
い な ば

 展史
のぶふみ

 山北町農林課長 欠席 

11 齋藤
さいとう

 伸
しん

介
すけ

 愛川町環境経済部商工観光課長 代理出席１ 

12 折田
お り た

 克也
か つ や

 清川村産業観光課長 欠席 

 

 ※１ 愛川町環境経済部商工観光課 榎本 秀幸 専任主幹が代理出席。
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受付報道者席

傍聴席

第２回次期水源地域交流の里づくり計画検討委員会 座席表

日時:令和２年９月２日 14:00～16:00
場所:厚木市民交流プラザ ルーム601

事務局

宮林委員長 鷲尾委員

石田委員

米田委員

岩澤委員

石井委員

新井委員

榎本主幹

宮崎委員中里委員
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次期水源地域交流の里づくり計画(骨子案)の概要 

 

令和２年９月２日 

神奈川県政策局政策部 

土地水資源対策課 

１ 次期計画の構成 

  最初に計画の目的(大柱)を示し、順に取組の目的(中柱)、施策展開の方向性(小柱)と体

系的に整理したうえで、これらを踏まえた具体的な取組を「施策」として位置付ける。 

 

 (1) 計画の目的(大柱) 

   水源環境を良好な状態で維持していくために水源地域における地元住民と来訪者の

交流の促進という面から取組を進めていく。 

 (2) 取組の目的(中柱) 

  ア 水源地域の活性化 

    水源地域住民と都市地域住民が「連携・協働」して、水源地域の魅力を発信してい

くことを目指す。 

  イ 水源環境の理解促進 

    水源地域住民と都市地域住民の「連携・協働」に資するように、水源地域住民と都

市地域住民が水源地域に対する共通の理解を深め、認識を共有することを目指す。 

 (3) 施策展開の基本方向(小柱) 

  ア 水源地域で共通して実施する活性化 

    水源地域の魅力の発信を促していくとともに、都市地域住民が積極的に参加してい

く仕組みづくりを進め、連携・協働に向けた体制の整備を進める。 

  イ 各エリアの特色を踏まえて展開していく活性化 

    水源地域を新たに３つのエリアに整理し、各エリアの特色から新たな魅力を発掘し、

発信する施策を進める。 

  イ 県民全体での水源地域に対する共通理解の促進 

    水源地域における体験を通して、都市地域住民と水源地域住民等交流を進めていく

ことにより、県民全体で水源地域に対する共通理解を醸成していく施策を進める。 

施策展開の
基本方向
(小柱)

取組の目的
(中柱)

計画の目的
(大柱)

水源環境の
維持に向けた
交流の促進

水源地域の
活性化

水源地域で
共通して

実施する活性化

施策

各エリアの特色を
踏まえて展開して

いく活性化

施策

水源環境の
理解促進

県民全体での水源
地域に対する共通

理解の促進

施策
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 (4) 具体的な施策(施策体系) 

   「連携・協働に向けた仕組みづくり」や「各エリアの特色を踏まえた地域づくり」と

いった新たな施策や、現行計画における一部の施策の集約により、計８つの施策を実施

していく(詳細は、別紙１及び別紙２のとおり)。 

 

２ 次期計画において考慮する要素 

 ◯ ＳＤＧｓの趣旨を踏まえて取組を実施する。 

 ◯ 広域自治体である県と基礎自治体としての市町村が適切な連携と役割分担のもとに

取組を実施する。 

 ◯ 関係する県の計画(総合計画、かながわＳＤＧｓ取組方針、かながわ水源環境保全・

再生施策大綱など)踏まえながら取組を実施する。 

 ◯ ＮＰＯ、企業、大学等との連携・協働を図る。 

 

３ 計画期間 

  2021(令和３)年度から 2025(令和７)年度まで(５年間) 

 

４ 効果検証 

  水源地域への交流人口(水源地域への来訪者数)」に目標値を設定し、効果検証を行う。

また、効果検証のために、有識者等で構成する「フォローアップ会議」を設置する。 

 

５ 実施体制 

  国、自治体及び関係団体で構成された「水源地域交流の里づくり推進協議会」が中心と

なって施策を実施し、水源地域における地元住民と来訪者の「交流」の促進に向けて水源

地域住民と都市地域住民の連携・協働を支援していく。 

 

【(参考) 各エリアの特色を踏まえて展開していく活性化におけるエリア区分】 

  現行計画では、施策展開とエリア設定の基礎を「交流の里」を中心としたエリアと

しているが、次期計画では、津久井エリア、宮ヶ瀬エリア、山北エリアの３エリアに

新たに整理して、施策展開を図る。 

 ◯ 津久井エリア： 相模原市の城山地区、津久井地区※、相模湖地区及び藤野地区 

 ◯ 宮ヶ瀬エリア： 相模原市の津久井地区※、愛川町、清川村 

 ◯ 山北エリア ： 山北町 

  ※ 津久井地区は、「津久井エリア」と「宮ヶ瀬エリア」で重複する。 
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(別紙１)次期計画骨子案に係る体系図 

  

(大柱) (中柱) (小柱) (施策) (構成事業)

・津久井エリア

・山北エリア

・体験交流事業の支援及び
参加促進

・都市地域における水源地
域理解促進事業の実施

・小中学校等交流事業の実
施

・水源地域を学ぶ体験学習
の機会拡大

・水源地域の特産品の認知
度向上

(施策２)特産品への支
援

・ホームページ等による情
報発信の促進

(施策１)クロスメディ
アによる情報発信

(施策８)連携による水
源地域と都市地域の交
流の強化

(施策７)水源地域住民
と都市地域住民の交流
の実施

(施策３)水源地域の魅
力を発信できる人材の
発掘・確保

・「水源地域の案内人 (仮
称)」による発掘・確保

(施策６)各エリアの特
色を踏まえた地域づく
り

(施策５)地域資源を生
かしたイベント等への
支援

(施策４)連携・協働に
向けた仕組みづくり

・水源地域住民と都市地域
住民の連携・協働を促す取
組の実施

・水源地域におけるイベン
ト等の広報支援

・宮ヶ瀬エリア

水
源
環
境
の
維
持
に
向
け
た
交
流
の
促
進

水
源
地
域
で
共
通
し
て
実
施
す
る

活
性
化
へ
の
取
組

各
エ
リ
ア
の
特
色
を
踏
ま
え
て

展
開
し
て
い
く
活
性
化
へ
の
取
組

県
民
全
体
で
の
水
源
地
域
に
対
す
る

共
通
理
解
の
促
進

水
源
地
域
の
活
性
化

水
源
環
境
の
理
解
促
進
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(別紙２)次期計画と現行計画の関係図 

   

(大柱) (中柱) (小柱) (施策) (構成事業) (構成事業) (小柱) (中柱) (大柱)

・体験交流事業の支援及び
参加促進

・上下流域自治体間交流事業の
開催、支援

・都市地域における水源地
域理解促進事業の実施

・都市地域における水源地域理
解促進事業の実施

・小中学校等交流事業の実
施

・上下流域小学校等交流事業の
実施

・水源地域を学ぶ体験学習
の機会拡大

・水源地域を学ぶ体験学習の機
会拡大

水
源
地
域
で
共
通
し
て
実
施
す
る

活
性
化
へ
の
取
組

クロスメディアによる
情報発信

・ホームページ等による情
報発信の促進

特産品への支援
・水源地域の特産品の認知
度向上

水源地域の魅力を発信
できる人材の発掘・確
保

・「水源地域の案内人 (仮
称)」による発掘・確保

各
エ
リ
ア
の
特
色
を
踏
ま
え
て

展
開
し
て
い
く
活
性
化
へ
の
取
組

特色を踏まえた地域づ
くり

・宮ヶ瀬エリア

水
源
地
域
の
活
性
化

水
源
環
境
の
理
解
促
進

(計画の基本的な考え方)

県
民
全
体
で
の
水
源
地
域
に
対
す
る

共
通
理
解
の
促
進

水源地域住民と都市地
域住民の交流の実施

連携による水源地域と
都市地域の交流の強化

・津久井エリア

【次期計画　骨子案】

地域特産品への支援

水源地ツーリズムの充
実

地域資源の再生・活用

学校教育と連携した上
下流域交流の強化

・山北エリア

・交流の里イベント（「里の交
流祭」、「自然体験交流教
室」）開催への支援

・「里の案内人」活動の充実

・ホームページ等による情報発
信の促進

・水源地域内の施設の連携によ
る交流の促進

・山里文化の再生・山里ライフ
の発信

連携・協働に向けた仕
組みづくり

・水源地域住民と都市地域
住民の連携・協働を促す取
組の実施

地域資源を生かしたイ
ベント等への支援

・水源地域におけるイベン
ト等の広報支援

水
源
環
境
の
維
持
に
向
け
た
交
流
の
促
進

・ＮＰＯ､企業､大学などとの協
働事業の検討

地域資源を生かしたイ
ベントへの支援

交流の里の充実

クロスメディアによる
情報発信

交流施設の有効活用

上下流域住民の交流の
強化

・やまなみグッズをはじめとし
た地域特産品への支援

・着地型・体験型水源地ツーリ
ズムの推進

相模湖・津久井湖・奥相模湖周
辺地域

多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

都
市
地
域
住
民
の
水
源
地
域
に
対
す
る
理
解
の
促
進

地
域
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
と
な
る

魅
力
づ
く
り

【現行計画　体系図】

交
流
の
里
づ
く
り
の
推
進

水
源
地
域
に
根
ざ
し
た
資
源
の
活
用

上
下
流
域
住
民
の
交
流
・
連
携
の
強
化

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
、

大
学
な
ど
と
の
協
働

宮ケ瀬湖周辺地域

丹沢湖周辺地域
・県西地域活性化プロジェクト
による「未病いやしの里づく
り」の取組みの推進など

・相模湖交流センターの活用や
相模原市の行う施策と連携した
取組みの推進など

・文化芸術の魅力で人を引きつ
けるマグカルによる水源地域の
賑わいを創出する取組み

・地元市町村などと連携したレ
クリエーションによる健康増進
の取組みの推進など

ＮＰＯ､企業､大学等と
の連携･協働の強化

修正

集約

集約

分割

集約

集約

分割

集約
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(大柱) (中柱) (小柱) (施策) (構成事業) (構成事業) (小柱) (中柱) (大柱)

・体験交流事業の支援及び
参加促進

・上下流域自治体間交流事業の
開催、支援

・都市地域における水源地
域理解促進事業の実施

・都市地域における水源地域理
解促進事業の実施

・小学校等交流事業の実施
・上下流域小学校等交流事業の
実施

・水源地域を学ぶ体験学習
の機会拡大

・水源地域を学ぶ体験学習の機
会拡大

水
源
地
域
の
活
性
化
・
水
源
環
境
の
理
解
促
進

水
源
地
域
で
共
通
し
て
実
施
す
る

活
性
化
へ
の
取
組

クロスメディアによる
情報発信

・ホームページ等による情
報発信の促進

特産品への支援
・水源地域の特産品の認知
度向上

水源地域の魅力を発信
できる人材の発掘・確
保

・「水源地域の案内人 (仮
称)」による発掘・確保

特
色
を
踏
ま
え
て
展
開
し
て
い
く

活
性
化
へ
の
取
組

特色を踏まえた地域づ
くり

・山北エリア

(計画の基本的な考え方)

県
民
全
体
で
の
水
源
地
域
に
対
す
る

共
通
理
解
の
促
進

水源地域と都市地域の
交流の実施

連携による水源地域と
都市地域の交流の強化

・津久井エリア

【次期計画　骨子案】

地域特産品への支援

水源地ツーリズムの充
実

地域資源の再生・活用

学校教育と連携した上
下流域交流の強化

・宮ヶ瀬エリア

・交流の里イベント（「里の交
流祭」、「自然体験交流教
室」）開催への支援

・「里の案内人」活動の充実

・ホームページ等による情報発
信の促進

・水源地域内の施設の連携によ
る交流の促進

・山里文化の再生・山里ライフ
の発信

水源地域と都市地域を
結ぶ仕組みづくり

・水源地域外からの参加等
を促す取組の実施

地域資源を生かしたイ
ベント等への支援

・水源地域におけるイベン
ト等の広報支援

水
源
地
域
に
お
け
る
「

交
流
」

の
促
進

・ＮＰＯ､企業､大学などとの協
働事業の検討

地域資源を生かしたイ
ベントへの支援

交流の里の充実

クロスメディアによる
情報発信

交流施設の有効活用

上下流域住民の交流の
強化

・やまなみグッズをはじめとし
た地域特産品への支援

・着地型・体験型水源地ツーリ
ズムの推進

相模湖・津久井湖・奥相模湖周
辺地域

多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

都
市
地
域
住
民
の
水
源
地
域
に
対
す
る
理
解
の
促
進

地
域
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
と
な
る

魅
力
づ
く
り

【現行計画　体系図】

交
流
の
里
づ
く
り
の
推
進

水
源
地
域
に
根
ざ
し
た
資
源
の
活
用

上
下
流
域
住
民
の
交
流
・
連
携
の
強
化

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
、

大
学
な
ど
と
の
協
働

宮ケ瀬湖周辺地域

丹沢湖周辺地域
・県西地域活性化プロジェクト
による「未病いやしの里づく
り」の取組みの推進など

・相模湖交流センターの活用や
相模原市の行う施策と連携した
取組みの推進など

・文化芸術の魅力で人を引きつ
けるマグカルによる水源地域の
賑わいを創出する取組み

・地元市町村などと連携したレ
クリエーションによる健康増進
の取組みの推進など

ＮＰＯ､企業､大学等と
の連携･協働の強化
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